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調査で訪れたチェルガジ村付近にある、カレーズの点検用の竪穴（写真左）。竪穴の底の地下水路を流れる水は、
チェルガジ村の水路出口に通じる（写真右）。５月中旬に水量観測を行なったところ、毎秒27.5ℓの水を供給して
いることが分かった。（2026年４月29日）

10月からの新規事業地として予定されているマーマンダラの概略地図。①～⑤はディダール技師によって示された
砂防堤の設置場所となる各流域。降雨時に流れる鉄砲水は砂防堤で一度溜められ、浸透して地下水となり、カ
レーズ、湧水、井戸水として地域住民の生活を潤す。左側の黄色の範囲は、想定される灌漑面積736haを示して
いる。

◉ 	ý�F�Ä�À�•���Ú�”�Ú�ï�¼�å ◉
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灌漑技師 ワヒドゥラー
2020年入職。33歳。
６児の父。ファイズラー技
師と同時入職で、ナージア
ン事業では既存用水路改
修を担当。昨年は現場の
合間を縫って、地震被災地
支援でも尽力。会報167号
に記事掲載。

灌漑技師 ファイズラー
2020年入職。33歳。
２児の父。マルワリードⅡ
延長路、バルカシコート、バ
ラコット事業と経験を積み、
ナージアン事業では取水口
周りの工事を担当している。
会報166号に記事掲載。

灌漑技師 ポーパル
2018年入職。33歳。
２児の父。中村先生の指
導下で最初に任された大仕
事は、ガンベリ・シギ排水
路整備。ナージアン事業
では砂防堤をはじめ盛り土
工事全般を管理。本会報
に記事掲載（20頁）。

灌漑チーム責任者であるベテランのディダール技師（前列右）とファヒーム技師（前列中央）からレクチャーを受
ける３人（2025年12月19日）。若い世代へ少しずつながらPMS方式が伝授されてゆく。３人とも作図能力が非常
に高く、手描き図面においては上司より長けているかも（？）。

若
手
技
師
た
ち

（
灌
漑
技
師
３
人
、農
業
技
師
５
人
）

ＰＭＳ職員紹介

１
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農業技師 ヒダヤットゥラー （右）

26歳。28歳になる頃結婚予定（？）。主に柑
橘園を担当。写真は地震被災地支援時のク
ナール州にて。PMSの灌漑・農業・医療の各
チームが通常業務と並行して、それぞれ人員
を割いて支援を行なっていた。

農業技師 バシャルマル （左）

28歳。２児の父。ナツメヤシ園などを担当。
中村医師も楽しみにしていた初結実は、入職
年の2021年の事だった。株分けによって園は
拡がり、収穫量も年々増加している。会報157
号に記事掲載。

５人同時入職した年、農業チーム責任者のアジュマル技師（右から３人目）と共に（2021年12月24日）。今年で
５年が経ち、顔つきもいっそう頼もしくなった。広大なガンベリ農場で毎日それぞれの担当現場に立ち、PMSの
活動を支えている。

農業技師リズワヌッラー
26歳。１児の父。ガンベリ農
場の大部分を占める柑橘園で
の仕事はもちろん、牛舎で40
頭の牛たちの飼育にも当たる。

農業技師 ラフマットゥラー
30歳。３児の父。ここ数年特に
力を入れているサツマイモについて、
さまざまな栽培方法を試行錯誤中。
会報152号に記事掲載。

農業技師 アブドゥル バシール
32歳。１児の父。小麦・米の栽培
などに従事。ラフマットゥラー技師
と顔形が似ているが、血の繋がり
はないらしい。本会報に記事掲載

（18頁）。
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＊中村先生 雨ニモ負ケズ＊
―ハンセン病診療への想いが叶う―

［左］2025年11月1日、中村医
師の名前を冠したハンセン病セ
ンターがオープンした。

中村医師は2009年にペシャワールのＰＭＳ基地病院を閉鎖した後も、アフガンの患者の事が
頭から離れなかった。以下は2010年に会報に記された、中村医師の言葉。
「（ハンセン病）診療が中断し、患者たちは行き場を失った。特に東部アフガンから来る患者の
ために、小さな診療施設をジャララバードに置く予定であったが、用水路工事に忙殺され、手
がつけられなかった。」（会報104号より）

アーベット看護師（中央）が持参したスライド（ハンセン病患者の塗抹検査）を顕微鏡で診る中村医師、写真
右ジア医師（2012年3月）



17 2026年6月24日ペシャワール会報　No.168

　

行
っ
て
み
る
と
、
三
月
か
ら
四
月
に
降
っ
て
い

た
雨
を
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
た
ナ
ー
ジ
ア
ン
の
モ
ラ

ヘ
イ
ル
用
水
路
末
端
の
貯
水
池
と
、
そ
こ
で
羽
を

伸
ば
し
て
悠
々
と
泳
ぐ
人
た
ち
と
、
せ
っ
か
く
設

置
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
早
あ
ま
り
意
味
を
な

し
て
い
な
い
「
遊
泳
禁
止
」
の
看
板
が
そ
こ
に
あ

り
ま
し
た
。
大
貯
水
池
か
ら
分
水
路
を
挟
ん
で
向

こ
う
側
に
あ
る
小
貯
水
池
は
子
ど
も
用
、
と
い
う

よ
う
に
自
然
と
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
市
民
プ

ー
ル
か
」
と
心
の
中
で
ツ
ッ
コ
む
。

　

そ
ろ
そ
ろ
資
材
リ
ク
エ
ス
ト
と
し
て
、
プ
ー
ル

監
視
台
と
笛
が
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
上
が
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ー
マ
ン
ダ
ラ
も
、
水

が
戻
り
、
人
と
畑
、
木
々
の
緑
が
戻
れ
ば
、
そ
ん

な
人
々
の
心
を
和
ま
せ
る
場
所
や
光
景
が
二
次
的

に
現
れ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
期
待
と
気
合

を
も
っ
て
、
本
事
業
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

　

中
村
医
師
の
希
望
を
実
現

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
、
な
ら

び
に
ド
ク
タ
ー
中
村
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー

の
責
任
者
で
、
ハ
フ
ィ
ズ
ラ
ー
と
申
し
ま
す
。
二

〇
〇
五
年
九
月
十
六
日
か
ら
現
在
ま
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で

働
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
村
医
師
は
一
九
八
四
年
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

の
た
め
の
診
療
活
動
を
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
同
国
で
は
貧
し

い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
患
者
は
診
療
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
戦
争
か
ら
逃

れ
て
き
た
難
民
で
治
療
費
用
を
持
た
な
い
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
人
の
患
者
を
診
る
病
院
は
ほ
ぼ
な
い
状

態
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
中
村
医
師
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
人
だ
ろ
う
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
あ

ろ
う
と
、
人
種
、
国
籍
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
患
者

に
平
等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
ご

自
身
で
病
院
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

活
動
は
順
調
に
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇

〇
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
特
に
東
部
地
域
が
深

刻
な
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
中

村
医
師
は
干
ば
つ
へ
の
対
応
が
最
優
先
と
考
え
ら

れ
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
各
地
区
で
井
戸
掘
削
と

灌
漑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
、
用
水
路
建
設

に
懸
命
に
取
り
組
み
、
農
地
を
次
々
に
復
旧
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
事
業
を
続
け
る
中
、
二
〇
一
九
年
に

中
村
先
生
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
生
前
、
先
生
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
を
再

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
何
度
も
仰
っ
て
い
ま

し
た
が
、
厳
し
い
干
ば
つ
へ
の
対
策
に
追
わ
れ
て

い
た
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
そ
の
希
望
は
実
現
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
村
先
生
没
後
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
と
主
な
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
た
ち
は
イ
ン
ド
で
会
合

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

活
動
を
始
め
た
ハン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
医
師

　
ド
ク
タ
ー
中
村
記
念
ハン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー
責
任
者

　
ハフィ
ズ
ラ
ー 

カ
ニ

中
村
哲 

思
索
と
行
動

「
ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」現
地
活
動
報
告
集
成 1983

〜2019 

会
報
に
掲
載
さ
れ
た
中
村
医
師
の
報
告
を
ま

と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
購
読
下
さ
い
。

A
5
判
上
製・上
巻
432
頁
／
下
巻
456
頁 

各
2
9
7
0
円（
税
込
）

中
村
哲
＝
著
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
＝
発
行 

﹇
上
・
下
巻
﹈

⦿

重
版
出
来
！

２
０
２
５
年
12
月
刊
／
四
六
判
並
製 

１
８
７
0
円（
税
込
）

ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
＝
編
／
石
風
社
刊

今
こ
そ
中
村
医
師
の
言
葉
を
！

＊
詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
談
者
】徳
永
進
／
井
上
ひ
さ
し
／
池
澤
夏
樹
／
鶴
見

俊
輔
／
養
老
孟
司
／
原
尞
／
辰
野
勇
／
菅
原
文
太
／

大
澤
真
幸
／
半
藤
一
利

―

人
・
水
・
命

中
村
哲 

対
談
集

⦿

地
方
出
版
文
化
功
労
賞
受
賞
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を
持
ち
、
中
村
先
生
が
や
っ
て
お
ら
れ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
全
て
引
き
継
ぎ
、
抱
い
て
お
ら
れ
た
希

望
を
必
ず
実
現
す
る
べ
く
力
を
結
集
し
よ
う
と
互

い
に
約
束
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
公
衆

衛
生
省
と
の
間
で
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
ナ
ン
ガ
ラ

ハ
ル
州
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部

地
域
を
対
象
と
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー
を
昨

年
十
一
月
一
日
に
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
診
療
所
に
必
要
な
医
療
機
器
や
そ
の

他
機
材
が
購
買
・
搬
入
さ
れ
、
ま
た
以
下
の
ス
タ

ッ
フ
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
皮
膚
科
医 

一
名
／
②
医
師 
一
名

　

③
男
性
看
護
師 

二
名
／
④
女
性
看
護
師 
二
名

　

⑤
臨
床
検
査
技
師 

二
名
／
⑥
薬
剤
師 
一
名

　

⑦
門
衛 

二
名
／
⑧
清
掃
員 

二
名
（
男
・
女
）

　

⑨
運
転
手 

一
名
／
⑩
料
理
人 

一
名

　

早
期
治
療
の
た
め
に

　

私
た
ち
の
事
業
計
画
は
以
下
の
通
り
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
ハ
ン
セ
ン
病

の
診
療
経
験
を
持
つ
医
療
従
事
者
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員

を
含
め
て
も
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
偏
見
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
所
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
東
部
地
域
の
多
く
の
医
療
従
事
者

に
対
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
を

提
供
し
て
診
断
と
早
期
治
療
へ
繋
げ
る
こ
と
を
立

案
し
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
各
州
の
主
な
病
院
や
診
療

所
へ
の
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
二
二
郡
か
ら
開
始
し
、

　
　

　

小
麦
の
栽
培

　

私
は
シ
ャ
ラ
フ
デ
ィ
ン
の
息
子
ア
ブ
ド
ゥ
ル 

バ

シ
ー
ル
と
申
し
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
に
つ
い
て

は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
自
身
も
Ｐ
Ｍ

Ｓ
を
深
く
敬
愛
し
感
謝
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一

年
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
さ
れ
、
当

初
よ
り
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
園
芸
や
野
菜
栽

培
、
苗
床
で
の
作
業
な
ど
多
く
の
仕
事
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
の
小

麦
や
米
栽
培
の
担
当
と
し
て
も
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
全
体
の
活
動
と
し
て
二
〇
二
二

年
の
食
糧
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
昨
年
の
大
地
震
発

生
時
の
緊
急
支
援
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
在
私
が
担
当
し
て
い
る
小
麦
の
栽

培
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
五
月
に

麦
刈
り
が
始
ま
り
、
現
在
は
毎
日
脱
穀
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
述
べ
る
各
種
の
種
蒔
き

法
で
の
収
量
は
今
後
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
土
壌
は
主
に
砂
質
な
の
で
、

土
の
入
れ
替
え
や
緑
肥
等
で
土
壌
改
良
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
様
々
な
播は

種し
ゅ

方
法
を
試
し
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
麦

蒔
き
は
一
般
的
に
手
作
業
で
種
子
を
ば
ら
ま
く
伝

統
的
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ガ

ン
ベ
リ
農
場
も
は
じ
め
の
う
ち
は
こ
の
方
法
で
お

こ
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
方
法
は
大
量
の
種

子
と
働
き
手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

種
を
蒔ま

く
人

　
　
　

　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
業
エン
ジ
ニ
ア

　
ア
ブ
ド
ゥ
ル 

バシ
ー
ル 

シ
ャ
リ
フィ

多
く
の
公
立
・
私
立
病
院
と
診
療
所
を
訪
問
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
兆
候
と
症
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
中

村
先
生
が
作
成
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
例
写
真

集
を
配
布
し
ま
し
た
。
同
時
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ハ
ン
セ

ン
病
セ
ン
タ
ー
の
住
所
を
伝
え
、
紹
介
状
の
用
紙

も
渡
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
疑
い

の
あ
る
患
者
は
当
セ
ン
タ
ー
に
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
我
々
に
送
ら
れ
て
き
た
患
者
に
は
皮
膚
や

神
経
な
ど
の
診
察
を
行
い
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
兆
候

と
症
状
が
あ
れ
ば
、
皮
膚
塗と

抹ま
つ

検
査
（
Ｂ
Ｉ
）
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
年
一
月
後
半
か
ら
の
病
院
訪
問

開
始
か
ら
現
在
ま
で
に
、
七
六
人
の
患
者
が
当
セ

ン
タ
ー
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
う
ち
五
人
が
Ｂ
Ｉ
陽

性
、
つ
ま
り
ハ
ン
セ
ン
病
と
確
定
し
ま
し
た
。

　

病
院
や
診
療
所
へ
の
訪
問
は
二
チ
ー
ム
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
既
に
関
係
を
構
築
し
た
病
院

等
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
患
者
の
対
応
が
必
要
に
な

り
、
一
チ
ー
ム
は
セ
ン
タ
ー
に
残
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
訪
問
チ
ー
ム
は
ク
ナ
ー
ル
州
で

忙
し
く
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
後
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン

州
で
活
動
予
定
で
す
。
ア
ッ
ラ
ー
の
御
心
に
沿
う

な
ら
ば
、
こ
の
施
設
が
将
来
は
ハ
ン
セ
ン
病
専
門

の
診
療
所
か
ら
総
合
医
療
施
設
に
な
る
こ
と
を
私

は
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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さ
ま
ざ
ま
な
方
法

　

以
下
に
、
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
試
み
て
い
る
播
種

法
を
簡
単
に
述
べ
ま
す
。

●
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
種
散
布
機
使
用
：
一
つ
の

畝う
ね

に
深
さ
五
㎝
の
直
線
の
溝
を
二
本
掘
り
、
筋
状

に
種
子
を
蒔
く
方
法
で
す
。
二
本
の
溝
間
は
二
〇

～
三
〇
㎝
空
け
ま
す
。
種
子
と
肥
料
を
混
合
し
、

散
布
機
を
使
用
し
て
蒔
き
ま
す
。
こ
の
栽
培
法
で

は
、
一
ha
あ
た
り
七
五
㎏
の
小
麦
の
種
子
が
必
要

で
す
。
こ
の
方
法
で
は
、
種
子
の
分
布
が
均
一
で
、

ま
た
灌
漑
が
容
易
で
、
肥
料
の
利
用
効
率
が
向
上

し
ま
し
た
。

●
手
動
種
蒔
き
機
使
用
：
二
〇
㎝
の
間
隔
を
空
け
、

一
つ
の
穴
に
二
～
三
粒
の
小
麦
の
種
子
を
蒔
き
ま

し
た
。
こ
の
場
合
、
一
ha
あ
た
り
八
㎏
の
種
子
が

最
適
量
で
す
。
こ
の
作
業
は
最
も
多
く
の
労
働
力

を
必
要
と
し
ま
す
が
、
水
や
り
が
容
易
で
、
収
率

が
最
も
上
が
り
ま
す
。

●
平
地
で
の
小
麦
栽
培
：
幅
一
ｍ
、
長
さ
七
ｍ
を

一
区
画
に
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
五
本
の
耕
運
ラ

イ
ン
を
つ
く
る
。
ラ
イ
ン
間
隔
は
二
〇
㎝
。
手
作

業
で
ラ
イ
ン
上
に
二
〇
㎝
間
隔
で
種
子
を
三
粒
ず

つ
蒔
き
ま
す
。
こ
こ
で
も
ラ
イ
ン
ご
と
に
種
子
を

互
い
違
い
に
蒔
き
ま
し
た
。
水
や
り
は
簡
単
で
す

が
、
労
働
力
が
非
常
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
概
し
て
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

●
畝
で
の
栽
培
：
三
〇
㎝
間
隔
に
畝
を
作
り
、
二

〇
㎝
間
隔
に
種
子
三
粒
ず
つ
蒔
き
ま
す
。
こ
こ
で

も
畝
ご
と
に
互
い
違
い
に
蒔
き
ま
し
た
。

　

試
験
結
果

　

従
来
の
伝
統
的
な
ば
ら
ま
き
法
と
比
較
し
て
、
播

種
機
を
使
っ
た
シ
ー
ド
ド
リ
ル
播
種
法
に
よ
る
条
蒔

き
（
一
定
の
深
さ
の
溝
を
掘
り
種
子
を
等
間
隔
に
蒔
く
）

が
高
い
収
量
を
も
た
ら
す
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
種
子
の
消
費
量
を
削
減
し
、
農
場
管

理
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
養
分
と
水
分
が
適
切
に
満ま

ん

遍べ
ん

な
く
行
き
渡
る

た
め
、
作
物
は
よ
り
均
一
か
つ
健
全
に
生
育
し
ま
す
。

　

ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
の
実
験
は
更
に
積
み
上
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
主
食

で
あ
る
小
麦
の
質
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
不
要

な
経
費
を
削
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

好評発売中！

希望の一滴
1650円

中村哲、アフガン最期の言葉 
A5判192頁オールカラー

福岡市中央区天神1-4-1 
☎092（711）5523西日本新聞社

映像記録ＤＶＤ

荒野に希望の灯をともす
～医師・中村哲の35年の軌跡～

［企画］ペシャワール会［製作］日本電波ニュース社

アフガン・緑の大地計画

NHK出版

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足る

中村哲医師の著作等

アフガニスタンで考える

ほんとうのアフガニスタン

～国際貢献と憲法九条～

千代田区神田小川町2-5-1 ☎03（5282）1211

文京区音羽1-16-6 　　　　☎03（5395）8116

台東区蔵前2-5-3 　　　   ☎03（5687）2680

（価格は税込）

1760円

1188円 

726円 

1980円 
1980円 

2200円 

2200円 

1980円 

1980円 

1980円 

1650円 

858円 

2970円［2021年発売］

アフガニスタン
用水路が運ぶ恵みと平和

2970円［’16年発売］

アフガニスタン
干ばつの大地に用水路を拓く

天、共に在り

わたしは「セロ弾きのゴーシュ」

2750円［’12年発売］

中村哲が本当に伝えたかったこと 1760円

アフガニスタン三十年の闘い

光文社

ガンベリで使用されている手動種蒔き機（2024年６月10日）
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私
は
ポ
ー
パ
ル
と
申
し
ま
す
。
二
〇
一
八
年
か

ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
灌
漑
事
業
お

よ
び
資
源
管
理
事
業
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
ナ
ー
ジ
ア
ン
郡
の
ギ
ー
ダ
ル
ナ
ウ
で
砂

防
堤
の
造
成
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
八
月
に
大お

お

和わ

技
師
、
デ
ィ
ダ
ー
ル

技
師
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
と
と
も
に
ギ
ー
ダ
ル
ナ

ウ
を
視
察
し
、
現
地
調
査
と
技
術
的
評
価
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
私
は
地
形
測
量
と
砂
防

堤
設
置
の
監
督
を
担
当
し
ま
し
た
。
私
は
誠
実
さ
、

献
身
、
そ
し
て
プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
こ
の
計
画
を

引
き
受
け
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ギ
ー
ダ
ル
ナ
ウ
は
か
つ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
伝
統
的
な
カ
レ
ー
ズ
（
地
下
用
水
路
）
と
天
然

の
湧
水
に
よ
り
人
々
が
生
活
し
、
農
地
を
耕
し
て

い
た
地
域
で
し
た
。
し
か
し
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

カ
レ
ー
ズ
と
湧
水
の
流
量
は
徐
々
に
減
少
し
、
つ

い
に
ほ
ぼ
枯
渇
し
ま
し
た
。
水
不
足
の
た
め
多
く

の
住
民
が
家
を
追
わ
れ
、
広
大
な
農
地
が
放

棄
さ
れ
ま
し
た
。

　

砂
防
堤
の
工
事
を
始
め
る
際
、
最
初
に
重

要
だ
っ
た
の
は
良
好
な
凝
集
性
と
優
れ
た
圧

縮
特
性
を
持
つ
適
切
な
粘
土
質
の
土
壌
を
特

定
す
る
こ
と
で
し
た
。
周
辺
地
域
を
調
査
し

た
結
果
、
適
切
な
土
壌
が
見
つ
か
り
、
工
事

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
、
こ
の
地
域
は
三
度
の
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
鉄
砲
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
洪
水
は
工

事
途
中
の
砂
防
堤
に
貯
留
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
六
日

の
間
に
水
が
徐
々
に
地
中
に
浸
透
し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
地
下
水
が
涵
養
さ
れ
、
カ
レ
ー
ズ
と
湧

水
の
水
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
、
下
流
側

で
細
々
と
畑
を
耕
し
て
い
た
住
民
の
家
族
は
希
望

を
取
り
戻
し
、
村
に
戻
っ
て
農
地
の
耕
作
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

砂
防
堤
の
工
事
に
あ
た
っ
て
の
工
法
的
特
徴
は
、

適
切
な
含
水
率
で
厚
さ
二
五
㎝
ご
と
に
土
を
敷
き

詰
め
て
施
工
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
各
層
は

丁
寧
に
均な

ら

さ
れ
、
次
の
層
を
敷
く
前
に
、
コ
ン
パ

ク
タ
ー
（
転
圧
機
）
で
八
回
締
め
固
め
て
必
要
な
密

度
に
し
ま
し
た
。
平
均
し
て
毎
日
約
二
〇
人
の
作

業
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
現
場
周
辺
に
合
計
二
万
本
以

上
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
六
〇

％
は
ビ
エ
ラ
の
苗
で
、
残
り
の
四
〇
％
は
キ
ー
カ

持
続
可
能
な
発
展
の
生
き
た
証

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
灌
漑
エン
ジ
ニ
ア

　
　
ポ
ー
パル 

ハミ
ディ

ル
（
ア
カ
シ
ア
）、
ユ
ー
カ
リ
、
グ
ラ
ス
キ
（
ハ
ウ
チ

ワ
ノ
キ
）
で
す
。
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
は
大
量
の
ビ

エ
ラ
の
苗
木
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
隣
の

ラ
グ
マ
ン
州
ま
で
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
が
足
を
運
び
、

念
入
り
に
確
認
し
て
調
達
し
て
き
ま
し
た
。
気
候

変
動
の
悪
影
響
を
軽
減
す
る
小
さ
な
一
歩
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
ギ
ー
ダ
ル
ナ
ウ
は
単
な
る
砂
防
堤
の
工

事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
希
望
と
環
境
の
再
生
、
そ
し
て

持
続
可
能
な
発
展
の
生
き
た
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
放
棄
さ
れ
て
い
た
地

域
は
、
水
、
農
業
、
そ
し
て
人
々
の
活
動
の
復
活

と
と
も
に
、
息
を
吹
き
返
し
始
め
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
技
術
的
な
専
門
知
識
、
誠
実
さ
、
そ

し
て
地
域
社
会
の
協
力
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
最

も
乾
燥
し
た
土
地
で
さ
え
も
緑
豊
か
で
豊
穣
な
環

境
へ
と
変
貌
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
日
本
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

ポーパル技師が描いた砂防堤の図面

い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
農
業
国
で
す
。
私

は
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
の
研
究
と
経
験
を
重
ね
、
適

切
な
播
種
方
法
、
栽
培
方
法
を
生
産
者
に
推
奨
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ

で
の
仕
事
に
満
足
し
て
い
ま
す
。　

　

日
本
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
込
め
て
。　
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「
縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
ん
ね
？
」

　

日
頃
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
温
か
く

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
。 
「
は
じ
め
ま
し

て
」
の
方
も
、「
大
変
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
」

と
懐
か
し
く
ご
挨
拶
す
べ
き
方
も
お
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
か
つ
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
〇
六
年
ま
で

の
五
年
間
に
わ
た
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
地

へ
赴
く
発
端
は
「
一
緒
に
井
戸
を
掘
ら
な
い
か
？
」

と
い
う
お
誘
い
で
し
た
が
、
い
ざ
現
地
に
足
を
踏
み

入
れ
て
み
れ
ば
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
の
地
下
オ
フ
ィ
ス

に
籠こ

も
っ
て
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
大
切
な
お
金
を

現
地
活
動
へ
最
も
有
効
に
届
け
る
た
め
の
業
務
に

没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
中
村
先
生
に
問
い
か
け
ら

れ
た
「
縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
ん
ね
？
」

と
い
う
言
葉
に
鼓
舞
さ
れ
て
奔
走
し
て
い
た
日
々

を
、
今
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

時
に
は
会
報
に
寄
稿
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
基
本
的
に
は
裏
方
仕
事
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
た

ち
と
一
緒
に
、
引
き
出
し
た
お
金
に
偽
札
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
そ
う
し
て
お
金
を
触
り
続
け

た
手
で
鼻
を
ほ
じ
っ
た
ら
顔
が
腫は

れ
て
し
ま
っ
た

り
と
、
何
と
も
間
抜
け
な
記
事
ば
か
り
書
い
て
し

ま
っ
た
も
の
だ
と
反
省
も
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

送
ら
れ
て
き
た
資
金
を
最
も
無
駄
な
く
効
果
的
に

現
地
の
人
々
の
た
め
に
活
用
で
き
る
方
法
を
暗
中

模
索
し
て
ひ
た
す
ら
考
え
続
け
た
日
々
、
そ
の
地

下
で
の
毎
日
こ
そ
が
、
現
地
で
の
活
動
を
足
元
か

ら
支
え
る
原
動
力
だ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
究
極
の
ゴ
ー
ル

　

こ
の
度
、
私
を
含
め
て
三
人
の
元
現
地
ワ
ー
カ

ー
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
「
理
事
」
と
い
う
新

た
な
立
場
で
活
動
の
現
場
へ
と
戻
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
帰
国
後
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
仕
事
に
就
き
、

皆
さ
ん
と
同
様
に
会
の
活
動
を
見
守
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
発
足
し
て
四
〇
年
が

過
ぎ
る
中
、
会
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
願
う
上
で
、

現
地
で
中
村
先
生
の
背
中
を
見
て
き
た
我
々
に
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
改
め

て
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
こ
れ
か

ら
の
発
展
を
願
う
」
と
言
う
こ
と
に
は
違
和
感
や

矛
盾
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た

ち
の
究
極
の
ゴ
ー
ル
は
、「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
い

う
支
援
組
織
が
、
全
く
必
要
で
な
く
な
る
こ
と
」
だ

か
ら
で
す
。
私
た
ち
が
支
援
を
し
な
く
て
も
、
共

に
汗
を
流
し
て
協
働
し
て
き
た
現
地
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
全
て
の
人
々

が
自
立
し
、
自
分
た
ち
の
力
で
平
和
に
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
中
村
先

生
が
命
を
懸
け
て
目
指
し
た
理
想
で
あ
り
、
私
た

ち
の
目
指
す
べ
き
終
着
点
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
ゆ

え
に
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
活
動
は
、「
い
か

に
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
機
能
し
な
く
て
済
む

よ
う
に
す
る
か
」
を
現
地
の
人
々
と
一
緒
に
考
え
、

そ
の
自
立
へ
の
過
程
を
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
な

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
中
村
先
生
が
示
さ
れ
た
「
一
隅
を
照
ら

す
」
と
い
う
言
葉
を
、
今
、
改
め
て
し
み
じ
み
と

⦿
理
事
就
任
の
ご
挨
拶

自
立
への
伴
走
者
と
し
て

　
　

　
　
ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
理
事
／
元
ワ
ー
カ
ー
　
中
山
博
喜

赴任当時の中山さん（右から7人目）
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
人
道
支
援
を
続
け
る
非
政

府
組
織
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
の
現
地
代
表
で
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
の
中
村

哲
医
師
（
六
七
）
が
現
地
活
動
を
始
め
て
三
〇
年

が
た
っ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
（
パ
キ
ス
タ
ン
）
で

の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
医
療
支
援
を
皮
切
り
に
、

井
戸
掘
り
、
空
爆
下
で
の
食
糧
配
給
、
農
地
再
生

に
向
け
た
用
水
路
建
設
な
ど
の
活
動
を
展
開
。
戦

乱
の
地
で
、
人
と
自
然
に
向
き
合
い
続
け
る
中
村

医
師
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

―
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
き
た
も
の
は
何
で

す
か
？

　

大
和
魂
で
し
ょ
う
か
。「
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇

無
き
な
り
」（
論
語
）。
始
め
た
ら
逃
げ
る
に
逃
げ

ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

昔
は
論
語
と
か
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
心
意
気
と

言
え
ば
理
解
さ
れ
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い

れ
ば
見
捨
て
ら
れ
な
い
、
と
み
ん
な
思
っ
て
い
た
し
、

良
い
こ
と
だ
、
か
っ
こ
い
い
、
と
信
じ
て
い
た
。

　

今
の
人
は
動
機
を
あ
ま
り
問
わ
な
い
し
、
説
明

し
て
も
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。
日
本

人
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。

―
「
誰
も
行
か
な
い
所
で
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
必

要
と
さ
れ
る
」
が
原
点
で
す
ね
。

　

私
は
九
州
し
か
知
ら
な
い
。（
出
身
地
の
）
福
岡

県
も
詳
細
に
知
ら
な
い
の
で
、
世
界
で
、
と
は
い

き
ま
せ
ん
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
は
国
際
協

力
と
い
う
よ
り
は
九
州
―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部

と
い
う
地
域
間
協
力
と
呼
ぶ
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

国
際
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
は
対
極
に
あ

◎
中
村
哲
医
師
ア
ー
カ
イ
ブ  

　
　
　
　 

　
　
　
　
＊「
西
日
本
新
聞
」（
二
〇
一
四
年
七
月
六
日
）
よ
り

ア
フ
ガ
ニス
タ
ン
か
ら
命
問
う
　

―
現
地
活
動
三
〇
年
時
の
イ
ン
タ
ビュ
ー

っ
て
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
と
い
う
地
域
で
じ
っ
と
活

動
し
て
き
た
の
が
よ
か
っ
た
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
よ

う
に
ソ
マ
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
支
所
を
持
っ
て

転
々
と
し
て
い
た
ら
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
世
界

標
準
と
か
に
振
り
回
さ
れ
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
事
業
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
は
？

　

ア
フ
ガ
ン
で
は
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
気

候
変
動
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
一
〇
〇
％
だ

っ
た
食
料
自
給
率
は
、
長
い
戦
乱
に
加
え
、
二
〇

〇
〇
年
か
ら
顕
在
化
し
た
大
干
ば
つ
に
よ
っ
て
半

分
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
農
民
が
人
口
の
九

割
を
占
め
て
い
る
の
で
死
活
を
分
け
る
問
題
で
す
。

　

食
料
自
給
を
ど
う
す
る
の
か
。
自
然
か
ら
の
収

奪
行
為
は
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
戦
ど
こ
ろ
で

は
な
い
で
す
よ
。

　

日
本
は
依
然
、
欧
米
崇
拝
、
脱
亜
入
欧
で
、
そ

の
弊
害
が
大
き
い
。
経
済
成
長
、
消
費
拡
大
、
投

資
の
余
地
は
既
に
な
く
な
っ
た
の
に
、
今
も
「
成

長
教
」
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
。

　

原
発
が
危
な
い
、
と
言
い
な
が
ら
、
み
ん
な
快

適
な
生
活
を
手
放
さ
ず
、
消
費
欲
望
を
膨ふ

く

ら
ま
せ

て
い
る
。
満
腹
な
の
に
食
欲
増
進
剤
を
注
射
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

せ
め
て
消
費
を
減
ら
し
、
成
長
で
は
な
く
現
状

維
持
の
た
め
に
立
ち
止
ま
る
べ
き
で
す
。

　

世
の
中
に
大
事
な
モ
ノ
は
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
貧
乏
で
も
不
幸
で
は
な
い
、
と
気
づ
く
べ

き
で
す
。

嚙
み
し
め
て
い
ま
す
。
世
界
の
片
隅
で
あ
っ
て
も
、

与
え
ら
れ
た
そ
の
場
所
で
一
人
ひ
と
り
が
光
と
な

り
、
身
の
回
り
を
照
ら
し
て
い
く
。
私
た
ち
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
一
員
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
人
々
が
自
ら
の
力
で
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

く
道
程
の
伴
走
者
で
あ
り
続
け
た
い
と
、
決
意
を

も
っ
て
活
動
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

彼
の
地
の
自
立
に
向
け
た
次
な
る
一
歩
を
、
今

後
と
も
温
か
く
見
守
り
支
え
て
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。
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必
要
な
も
の
不
必
要
な
も
の
は
何
か
、
制
御
で

き
る
も
の
制
御
で
き
な
い
も
の
は
何
か
、
そ
ろ
そ

ろ
み
ん
な
冷
静
に
見
極
め
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

―
安
全
は
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
き
ま
し
た
か
？

　

か
つ
て
診
療
所
を
造
る
と
き
ラ
イ
フ
ル
銃
で
武
装

集
団
に
襲
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
備
え
付
け

の
機
関
銃
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
決
し
て

撃
ち
返
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
殺
し
た
ら
殺
さ
れ
る
、

報
復
の
連
鎖
が
始
ま
る
と
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
非
暴
力
に
徹
し
、
敵
を
つ
く
ら
な
い

よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
政
府
、
反
政
府
、
タ
リ

バ
ン
と
立
場
に
関
係
な
く
お
付
き
合
い
で
き
て
き

ま
し
た
。

　

憲
法
九
条
も
私
た
ち
の
活
動
を
守
っ
て
き
た
と

言
え
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
人
は
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ

キ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
戦
後
復
興
を
遂
げ
た

後
、「
平
和
国
家
」「
海
外
に
戦
力
を
送
ら
な
い
国
」

と
し
て
歩
ん
で
き
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
日
本
を

尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

米
同
時
多
発
テ
ロ
の
後
、
日
本
は
ア
フ
ガ
ン
を

空
爆
し
た
米
国
の
同
盟
国
と
し
て
イ
ン
ド
洋
で
給

油
活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ア
フ
ガ
ン
で
は
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
制
服
を
着
た
自
衛
隊
が
ど
か

ど
か
と
現
地
に
入
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う

で
な
か
っ
た
な
ら
私
た
ち
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

　

今
回
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に
は
欧
米
の
二
十
数
カ

国
が
参
加
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
米
軍
も
撤
退
す

る
と
い
う
が
、
敗
北
で
す
。
現
地
に
混
乱
と
外
国

に
対
す
る
敵
意
を
残
し
て
去
る
の
で
す
。
そ
の
中

で
日
本
に
対
す
る
感
情
は
ま
だ
特
別
で
す
。
現
在

事
務
所
を
置
い
て
い
る
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
在
住

す
る
外
国
人
が
私
一
人
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
を
証

明
し
て
い
ま
す
。

―
過
酷
な
活
動
に
耐
え
ら
れ
て
き
た
。
健
康
法

は
？

　

汗
し
て
働
く
こ
と
。
河
川
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら

一
日
に
二
万
歩
、
三
万
歩
を
歩
く
の
で
健
康
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
早
寝
早
起
き
。
電
気
を
大
切
に

す
る
の
で
、
お
日
さ
ま
と
と
も
に
起
き
て
寝
ま
す
。

　

食
事
は
「
腹
八
分
」。
現
地
の
庶
民
が
食
べ
る
も

の
を
食
べ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
。
豆
類
、
野
菜
、
果
物

が
中
心
で
、
肉
は
週
に
一
回
食
べ
ら
れ
れ
ば
い
い
方
。

肉
は
鶏
が
最
も
高
価
で
、
次
が
羊
、
牛
は
安
い
。

　

用
水
路
が
で
き
て
か
ら
は
マ
ス
、
ウ
グ
イ
な
ど

の
魚
も
食
べ
ま
す
。
仕
事
で
大
量
に
汗
を
か
く
の

で
塩
も
必
須
。
現
代
日
本
の
減
塩
と
か
と
ん
で
も

な
い
。

―
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は
？

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
進
め
て
い
る
「
緑
の
大
地
計

画
」
は
現
在
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
穀
倉
地
帯
の
一

角
、
一
万
六
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
暮
ら
す
六
五

万
人
の
農
民
た
ち
の
生
活
空
間
を
確
保
し
、
ひ
と

つ
の
復
興
モ
デ
ル
を
完
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
総
合
的
な
農
村
復
興
事
業
で
は
、
地
域
の

自
然
条
件
や
文
化
を
尊
重
し
つ
つ
、
繰
り
返
さ
れ

る
干
ば
つ
、
洪
水
を
克
服
す
る
た
め
に
、
江
戸
時

代
か
ら
現
在
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
日
本
、
九
州
の

伝
統
的
な
土
木
・
河
川
技
術
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
こ
の
復
興
モ
デ
ル
を
確
立
さ
せ
た
い
。

そ
し
て
、
あ
と
何
年
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

復
興
モ
デ
ル
を
ア
フ
ガ
ン
各
地
に
普
及
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＰＭＳの動き
2月17日〜3月18日　ラマダン期

（断食月）
3月19日〜22日　小イード休暇
3月21日　ノーローズ（イスラム

暦元日）
4月15日～６月１日　ＰＭＳ支援室

員がジャララバード事務所に
滞在

5月2日～24日　ガンベリ農場で
稲刈り

5月26日～30日　大イード（犠牲
祭）休暇

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊�

ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い
て
い
ま

す
）。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
つ
折
り
し
た
も
の
で
、
長

形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。
お

送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

＊
会
費
、
寄
付
を
ご
入
金
さ
れ
る
際
は
、
払
込
用
紙
の
受

領
ハ
ガ
キ
欄
の
「
要
・
不
要
」
の
ど
ち
ら
か
に
〇
印

を
お
願
い
し
ま
す
。
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペシ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
のパキ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
カ
イ
バル 

パク
ト
ゥン
ク
ワ
州
）
な

ら
び
に
ア
フ
ガニス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を

支
援
し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も

に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇

円
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら

創
意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動

を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て

活
動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会

計
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一
〇—

〇
〇
〇
三  

福
岡
市
中
央
区
春

吉
一
―
一
六
―
八  

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
天
神
南
六
〇
一

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二 

内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
原
則
と
し
て
毎
年

六
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
事
務
局
だ
よ
り

＊
向
暑
の
候
、
皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
酷
暑
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
自
愛
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

六
月
六
日
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
総
会
と
現
地
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
帰

国
し
た
ば
か
り
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
員
が
最
新
の
状
況
を
伝
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
八
月
末
の
大
地
震
に
対
す
る
救
援

活
動
も
詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
五
年
度
の
会
計

報
告
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
さ
ま
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
迅
速
な
救
援
活

動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
報
告
会
の
映
像
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
２
頁
に
掲
載
し
た
中
村
医
師
の
漢
詩
は
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

用
水
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
柳
が
育
っ
た
こ
ろ
の
作
と
思
わ

れ
ま
す
。
最
初
の
二
句
は
王
維
の
詩
「
渭い

じ

城ょ
う

の
朝
雨
軽
塵
を

浥う
る
お

す　

客
舎
青
々
柳
色
新
た
な
り
」
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
。

中
村
医
師
は
「
細
か
い
砂
漠
の
塵
で
覆
わ
れ
る
内
陸
の
乾
燥

地
帯
は
、
時
折
朝
方
に
霧
雨
が
下
る
。
雨
が
去
る
と
空
気
が

澄
み
渡
り
、
木
の
葉
の
緑
が
鮮
や
か
に
表
れ
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
（
会
報
一
四
二
号
）。
二
〇
一
九
年
ま
で
の
柳
の
植

樹
は
六
〇
万
本
、
昨
年
度
は
一
六
五
〇
本
が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
活
動
地
の
各
所
で
美
し
い
緑
が
人
々
の

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

＊
博
多
湾
内
に
能
古
島
と
い
う
小
島
が
あ
り
ま
す
。
博
多
駅

か
ら
一
時
間
以
内
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
風
光
明
媚
な
島
で
す
。

そ
の
島
の
「
能
古
博
物
館
」
別
館
一
階
に
、
中
村
医
師
の
足

跡
を
写
真
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
伝
え
る
常
設
展
示
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
館
日
を
ご
確
認
の
上
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

＊
ハ
ン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。
職
員
た

ち
は
ハ
ン
セ
ン
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
視
診
、
触
診
、
筋
力

検
査
や
菌
検
査
等
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
、
今
年
一
月
中

旬
か
ら
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
一
三
〇
カ
所
以
上
の
医
療
機

関
を
訪
問
し
て
き
た
。

　

私
た
ち
が
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
到
着
し
た
四
月
、
ま
だ
一

人
も
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
事
に
驚
い
た
。

医
療
機
関
訪
問
に
あ
た
っ
て
は
、
皮
膚
科
外
来
診
察
に
同
席

し
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
診
察
を
さ
せ
て
も
ら

う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
外
来
に
同
席
さ
せ
て

く
れ
る
所
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
た
め
、
も
う
一
つ
の
目
的

で
あ
る
医
療
従
事
者
へ
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
啓
蒙
に
力
を
入
れ
、

症
例
集
を
配
布
し
診
察
法
を
伝
え
た
。
そ
し
て
疑
い
の
あ
る

患
者
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
へ
送
る
よ
う
道
筋
を
つ
く
り
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
二
二
郡
の
訪
問
を
終
え
た
。
現
在
ク
ナ
ー
ル
州
十
六
郡

を
、
そ
の
後
は
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
、
ラ
グ
マ
ン
州
を
予
定
し

て
い
る
。
彼
ら
の
地
道
な
働
き
の
結
果
、
現
在
各
地
か
ら
七

二
人
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
（
ハ
ン
セ
ン
病
で
は
な
か
っ
た
）。

　

そ
ん
な
中
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
か
ら
三
人
の
患
者
が

送
ら
れ
て
き
た
。
う
ち
二
名
は
菌
検
査
が
陽
性
で
、
一
人
は

す
で
に
右
眼
を
失
明
し
て
い
た
。
今
ま
で
診
断
が
つ
か
ず
、

多
く
の
医
療
機
関
を
転
々
と
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
診
療
に
携
わ
っ
た

医
療
関
係
者
が
極
端
に
少
な
い
。
ハ
ン
セ
ン
病
セ
ン
タ
ー
の

重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
。
次
号
に
詳
細
を
報
告
予
定
。

○ぺ
村
か
ら
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
♪

＊
中
村
先
生
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
ら
れ
て
ヒ
ン
ズ
ー
ク

シ
ュ
山
脈
の
麓
で
医
療
活
動
を
始
め
ら
れ
た
一
九
八
六
年

頃
、
私
は
そ
の
東
側
に
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
麓
で
ネ
パ

ー
ル
の
人
達
に
セ
メ
ン
ト
工
場
の
運
転
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
同
じ
く
ら
い
貧
し
い
国

で
、
子
供
達
は
病
気
や
栄
養
失
調
で
三
歳
に
な
る
ま
で
に
多

く
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
裸
の
子
供
が
這
い
つ
く
ば
っ
て
水
溜
ま
り
の

水
を
飲
ん
で
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
同
様
の
光
景

を
ネ
パ
ー
ル
で
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
私
は
中
村
先
生
と
違
っ
て
、
そ
の
現
実
を
目
の
前
に

し
な
が
ら
何
も
で
き
な
か
っ
た
（
否
、
何
も
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
）
と
い
う
負
い
目
を
今
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
退
職
し
た
ら
是
非
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
念
願
が
か
な
っ
て
も
う
す
ぐ
五
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）


